




例 言

1 本書は、平成22年度から平成24年度までの 3年間に富士宮市教育委員会が実施した市内遺跡分

布調査の報告書である。平成22年度及び平成24年度は国庫及び県費補助事業として実施した。

2 本事業の調査体制は次のとおりである。

平成22年度 富士宮市教育委員会教育長佐野敬祥

同富士山文化課 課長渡井一信
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同調査補助員

同整理作業員

平成23年度 富士宮市教育委員会教育長佐野敬祥

同富士山文化課 課長渡井一信

II 主幹兼係長 馬飼野行雄

II 主任学芸員渡井英誉

II 主査保竹貴幸

II 嘱託学芸員 佐野恵里• 田中城久

平成24年度 富士宮市教育委員会教育長池谷慎徳

同富士山文化課 課長渡井一信

II 主幹兼係長伊藤昌光
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同調査補助員

同整理作業員

主幹兼係長 馬飼野行雄

主任学芸員 渡井英誉

主査保竹貴幸

嘱託学芸員 佐野恵里・田中城久

阿部稔男・齋藤之弘• 佐藤法夫• 渋谷政夫・園田勝・

古郡善明・松野秀一・山田泰三• 渡退剛• 渡湛敏雄

佐藤節子•渡辺麻里

主査保竹貴幸

嘱託学芸員 馬飼野行雄• 佐野恵里• 今井和代

岩下勉・遠藤俊明・古郡善明・園田勝• 渡井利夫

佐藤節子•堀内麻美

3 本書の執筆は以下のとおりである。なお、旧富士宮市の自然環境等は既存の報告書で詳しく記

載されているため、本書では旧芝川町（芝川地区）を中心に記している。

保竹貴幸第 1章

馬飼野行雄第2章～第5章

4 写真撮影は、馬飼野行雄が担当した。

5 本書の編集• 印刷 ・出版に関する事務は、富士宮市教育委員会富士山文化課が行った。

6 本調査に関するすべての資料は、富士宮市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

平成の大合併において富士宮市と旧芝川町は合併し、平成22年 3月22日に新しい富士宮市とな

った。富士宮市教育委員会の埋蔵文化財行政においても、遺跡地図の確認など、合併に伴う調整

作業が行われた。

富士宮市の埋蔵文化財の位置を示す地図としては、静岡県が昭和 5年に刊行した『静岡縣史』

第一巻の附圏「駿河國遺蹟略圏」をはじめ、静岡県教育委員会が刊行した「静岡県埋蔵文化財地

図」（昭和40年）・「静岡県遺跡地図」（昭和54年）・「静岡県文化財地図」（昭和63年）がある。

また、旧富士宮市内においては、増え続ける開発等に対応するため数回に及ぶ遺跡の分布調査

が行われ、「富士宮市遺跡地名表ー付富士宮市遺跡分布図ー」（昭和54年）・「富士宮市遺跡地図

（第 2版）」（平成4年）・「富士宮市遺跡地図 第 3版」（平成12年）と、改定を重ねた遺跡地図

が市教育委員会により刊行されている。

一方、旧芝川町内では、昭和47年から48年と昭和61年に静岡県教育委員会による分布調査が行

われているが、それ以後は行われていない。旧芝川町では大規模な土地開発が少なかったことも

あり、遺跡地図の改定は喫緊の課題とはなっていなかった。

このような現状を踏まえ、合併を機とし、市教育委員会では特に旧芝川町を中心とした遺跡範

囲の調査・検討・見直しを進め、新たな遺跡地図を刊行する計画を立てた。国庫• 県費補助金を

受け、平成22年度から平成24年度にかけて行う予定であった。

平成22年度は補助事業として、平成22年10月 4日から平成23年 2月10日まで旧芝川町中心の現

地踏査を行い、平成22年11月22日から平成23年 2月28日まで採集した遺物の洗浄 ・注記等の整理

作業を行った。

平成23年度は補助事業として、現地の補充調査と調査報告書・遺跡地図の原稿作成を行う予定

であった。しかし、平成23年 3月11日に東日本大震災が発生し、被災文化財の復旧等を優先する

ため補助金の減額や凍結があり得るとの示唆が静岡県教育委員会からあった。市としては少しで

も被災地に協力したいと考え補助事業での実施を見送り、市費でできる限りの調査を行うことに

した。平成23年度は前年度実施した現地踏査の資料整理・考察と主に旧富士宮市内の遺跡の現地

踏査を行い、遺跡の範囲の検討を行った。

平成24年度は、当初は平成23年度から 24年度にかけて行う予定であった遺跡地図• 分布調査報

告書作成を、 1年間に圧縮して行うことにした。平成24年度は補助事業として、平成24年 7月 1

日から平成25年 3月22日まで、採取した遺物の資料整理を行い調査報告書の作成を行うとともに、

遺跡の内容・範囲の確定を行い、遺跡地図を作成した。また、平成25年 2月 8日から 2月22日に

かけて再度旧芝川町の現地調査を行い、遺跡範囲の検討を地図刊行の直前まで行った。

本報告書は、上記のとおり平成22年度から24年度にかけて行った、旧芝川町を中心とした市内

全域の遺跡分布調査結果をまとめたものである。

-1-



第 2章 芝川地区の自然環境

芝川地区（旧芝川町）は、北に天子ヶ岳、それより南に延びる尾根により、西に山梨県、東に

富士宮市、南に旧富士川町（富士市）、旧由比町（静岡市）、旧清水市（静岡市）と境分し、南

北20km、東西5.5kmの細長い町を形成する。すなわち、北緯35°19'3911より南端35°8149. 811、東経

138°29'41. 6 //より 138°41'43.611に至る間に広がる。

面積は、旧柚野村 38.5平方km(稲子地区を含む）

旧芝富村 16. 1平方km

旧内房村 19.9平方km

合計 74.5平方kmである。 （芝川町誌 1973) 

それは、旧富士宮市の314.81平方kmに対して凡そ 4分の 1にあたり、天子ヶ岳から上野台地、

羽鮒丘陵の西側を下り、富士川を越えてかつての由比、清水、富士川の各市町に接するものであ

る。

富士宮市の地形的な要因は、大部分が富士山によるものであり、この富士山の成立は、小御岳、

古富士、新富士の活動によるものとされ、最近では小御岳の前に先小御岳の存在も指摘されてい

る。前述の上野台地や羽鮒丘陵は約10万年から 5万年前に活動した古富士火山の堆積物で、古富

士泥流（集塊質泥流）と呼ばれ、旧富士宮市内の古富士泥流の大部分は新富士火山の噴出物で覆

われているが洪積世後期頃より活動する安居山断層によって隆起し東端が断崖となったため、地

表に噴出物があまり及ばず、露呈したままになっている。それ故に、芝川地区はこの丘陵を境い

に新富士火山噴出物の扇状地堆積物によって緩い円錐状の地形からなる旧富士宮市とは全く異な

った景観を生んでいる。

この景観は、いわゆる「山あり谷あり」の山間地域と呼ばれるもので（図 1)、最北端の標高

1316mの天子ヶ岳（第三紀中新世）を起点に 2つの尾根が南へ走り、東南に下る峰は徐々に標高

を減じて368mの桜峠を経て、 260mの楠金に至っている。この尾根によって、柚野地区・芝富地

区と稲子地区が隔てられている。いま一方の尾根は天子ヶ岳から南西に連なり、 510mの石神峠

から811mの白水山に上がり、山梨県境を尾根を連ねて徐々に下り、最終的には390mの尾根を下

って富士川に入っている。富士川対岸の内房地区は県境の標高567mの白鳥山から国道52号の峠

で286mに下り、清水、由比、蒲原を南側から回り込み、 564mの大晦日集落を頂点に廻沢）,, に達

している。その北に向かって開いた谷間を静岡市清水区に源を発した稲瀬川が富士川に注いでい

る。

芝川地区には前述の 3河川のほか、芝川、稲子川、境川の計 6河川が存在する。

芝川は旧町名に付せられたように、芝川地区の自然的、人文的にも中心的景観を形作るもので

あり、それは富士宮市猪之頭の湧水地を源に富士山西南麓と天子（天守）山地の境いを下り、途

中で名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」の名瀑を経て、上野精進川から柚野地区へ流れ出る。旧の

市境に位置する観音橋付近で標高298.2mを測る。そこから南へ流路の東西に0.5から1kmほどの

沖積河岸段丘を作り、山間の陽だまり地と相ま って肥沃な穀倉地帯を形成している。この基盤は
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巳第三紀の地層から成る山地・丘陵地

ロこl古富士泥流堆積地
□ 富士火山旧期溶岩流 （約2,3000年以前）

原図 国土地理院 2003『富士山』1: 50,000火山土地条件図

二富士火山火山麓扇状地 ．． ＇急崖
二扇状地・緩扇状地 〖言冒河岸段丘
巨コ 崖錐 仁二］谷底平野・氾濫原

図 1 富士宮市の地質図
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新富士火山の初期の活動時（約1.4万年前）に噴出された芝川溶岩流で、天子ヶ岳から南東に連

なる尾根（桜峠・楠金ライン）の東裾を南北に走る芝川断層と羽鮒丘陵に挟まれた低地を流れ下

っている。この溶岩流には上柚野で芝川の流水と小石によ って溶岩流の表面が人頭大に丸く窪む

「ポットホール」が無数に穿たれ、静岡県の天然記念物（平成7年3月20日）に指定されている。

また、下柚野に至ると芝川の東岸に溶岩台地を形成し、その先端の標高約170mの地点に縄文

時代草創期の大鹿窪遺跡が築かれている。発見当時は国内最多の14基の住居跡や 2万点を超す土

器・石器のあり方が我が国の定住生活開始時期における住居構造を知るうえで極めて重要な遺跡

として、平成20年3月28日に国の指定史跡の告示を受けている。竪穴住居に隣接して検出された

赤褐色の縄状溶岩は当時の新富士火山の活発な火山活動を知らしめるに充分な迫力があったこと

を記憶している。現在は遺跡の発見のきっかけとなった、圃場整備が完了して区画された水田が

棚田状に並び、中山間地域振興のモデルとして一役を担っている。

溶岩流はさらに、羽鮒丘陵の西に半島状に迫り出す古富士泥流の西側低地を下り、その先で芝

川が作る沖積地に滑り込む。この新富士火山旧期猫沢溶岩流が作る独立丘陵の先端頂部に日蓮宗

富士五山の一つである西山本門寺が占有して、沖積地までの斜面を約 1kmにわたって参道が築か

れている。

ここより芝川は天子山系の第三紀層と羽鮒丘陵が幅 1km程に狭まるなかを、河岸段丘を形成し

ながら富士川に達する。この川合が旧芝川町の人文経済活動の中心であり、役場跡で標高66.7m 

を測る。上野精進川から上柚野に流れ出た芝川は約12kmを約270mの高低差をもって緩やかに下

ることになるが、富士川に接する下流の芝富地区では河床まで 5m以上にも及ぶ急崖が形成され

ており、また、狭陰な居住空間のなかで、河岸の庁舎が昭和54年の台風20号の来襲で流出する災

害も発生している。

稲子川は、天子ヶ岳から南西に連なり山梨県境に接して富士川に没する尾根と、南東に連なる

桜峠• 楠金ラインの尾根の間を天子ヶ岳より源を発し、狭臨な谷間を縫うように約10km下って、

標高約75mで富士川に注ぐ。この川合付近に幅狭く沖積層が形成されるが、大半は第三紀の造山

活動による富士川層群で砂岩や礫岩を主体にするため、河川際は急峻となり平地は殆どない。そ

れ故に豪雨による災害が後を絶たないでいる。反面、この砂岩や礫岩は良好な建設資材となり、

昭和40年代の高度成長時代には山梨県峡南地方の一大産業となったが、その反動は臨海地帯への

輸送路として狭陰な地域の貧弱な道路網にダンプカーが溢れ、ダンプカー公害として全国に名を

馳せることになった。

稲瀬川・境川・廻沢川の 3河川は富士川対岸の内房地区を流れる。内房地区は昭和31年の合併

前は庵原郡下で、由比• 興津から山越えの古道も幾筋かあり、現在も東海道への西の玄関口とし

て人文環境は変わらないでいる。地形は前述するように北西を白鳥山系が、南から東にかけて岩

淵火山が「C」字状に連立して北を流れる富士川に開口している。何れも第三紀の造山活動によ

るもので砂岩や礫岩を主体とする富士川層群を基盤とするため、山間は狭溢、急峻である。

稲瀬川は、清水区宍原の山中を源にして急峻な山間を蛇行して 8km程下り、標高65.3mの内房

橋付近で富士川に注いでいる。途中で岩淵火山中腹から大晦日集落の尾根の裾を西へ下る廻沢川

を標高74.5mの大和橋下流で合流し、さらに山梨県南部町より白鳥山の南裾の狭溢のなかを東に
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流れる境川を河口近くで引き込んで、この合流部と富士）IIが北へ蛇行する内側に輪中様の沖積地

を作り、良質な田園風景が広く展開されている。なお、この境川の中流の塩出の地名は駿河湾か

らの「塩の道」の名残りであろう。

このように稲瀬川は表日本では珍しい北に流路をとる河川であるが、南方海上を低気圧が通過

し、由比、蒲原の山峰に豪雨をもたらすたびに、北側の斜面を雨水が集中して下り、河口の沖積

地が災いして水害が繰り返されることもあり、この地区の古くからの集落は氾濫原を避けた山稜

の高台に点々と築かれている。

歴史的には合併前の昭和27年 6月にダイナ台風の来襲を受け、殆どの水田を消失し、数戸の家

屋を流失するとともに10名の人命を奪う大惨事であった。このことが河川上流の山間から平地へ

の出口に架かる「ダイナ橋」に名をとどめている。

第 3章 芝川地区の合併前の遺跡

芝川地区の遺跡は先ず、昭和 5 発行の静岡縣史第一巻に、芝富村楠金• 同村大久保、柚野村猫

沢・カミヤ沢・カラ沢・辻・オマゴメの 7遺跡が、同第二巻に内房村での石器採集が記載されて

いる。いずれも「石器時代遺蹟地」で「金石併用時代遺蹟地」、「古墳」等はないとされる。 こ

のうちの楠金は南原遺跡に改称され、柚野村の猫沢・辻を合わせた 3遺跡は現在でも芝川地区を

代表する遺跡で、旧芝川町の収蔵資料でも圧倒している。オマゴメは小字馬込で、上柚野定林寺

付近を指す。芝富村大久保は大字名であり、字内には東久保・向谷戸等採取遺物が豊富な地域が

ある。

※辻遺跡は旧富士宮市にも同名があることから、字名を付して「柚野辻遺跡」と称することと

する。

以後、戦中・戦後に新たな遺跡の登録はないが、昭和20年代前半の登呂遺跡の発掘調査よる考

古学ブームはこの地にも波及して、昭和24年に戦前より知られる滝戸遺跡に市立第 3中学校の建

設工事が開始されると、そこで出土する膨大な量の土器・石器を求めて多くの教師や学生が集ま

り、その情熱は地域の考古学に目を向けるきっかけにもなった。昭和20年代の後半から30年代に

かけて精力的に芝川地区に足を運び遺跡発見を行った諸氏の功績は『駿河小塚』（芝川町教育委

員会 1972) に詳しいが、それによれば、記載順に中野国雄・小野真一 • 岡田芳龍• 佐藤民雄・

稲垣甲子男の諸氏が挙げられ、それに執筆者の唐紙―修• 佐野文孝両氏の成果が加わり、昭和48

年発行の芝川町誌の編纂時には39遺跡を数えるに至った

それに先立って、昭和40年に発行された『静岡県埋蔵文化財地図』の登録が、縄文時代遺跡17

か所、高塚古墳 2か所であったことからすると、多大な成果を上げたと言える。 しかし、猫沢と

大鹿窪に存在するとされた円墳、並びに円墳群は町誌には「・・・存在したという。」といった

記載にとどまっており、おそらく前述諸氏の確定がならなかったものと思われ、以来、芝川地区

の高塚古墳の登録は無い。
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また、この町誌編纂事業に重なるように昭和47年には、静岡県教育委員会（以下、県教委）に

よる埋蔵文化財包蔵地調査が実施されており、中野・唐紙の両氏が調査を担当している。これに

よると、先土器時代 3か所、縄文時代32か所、弥生時代1か所、古墳時代 1か所、中世 1か所、

近世 1か所の遺跡がカード化され、町誌掲載遺跡から天神遺跡が柚野辻遺跡に包括され、猫沢上

谷戸遺跡と猫沢遺跡がまとまって猫沢遺跡に、さらに小塚C・D遺跡が登録を抹消されている。

弥生・古墳時代遺跡は柚野辻遺跡が縄文時代を合わせて重複し、中世遺跡は白鳥山城で、近世は

日蓮宗西山本門寺の裏庭の庭園が載せられている。

県教委は続いて昭和54年に『静岡県遺跡地名表』、別冊『静岡県遺跡地図』を刊行して、目立

ち始めた遺跡内の乱開発に対して遺跡の周知徹底に努めた。芝川地区では前回の調査に近かった

こともあり、遺跡の増減はなく、近世遺跡の本門寺の庭園を除いた33か所が登録され、以後、こ

の地図が旧芝川町の開発対応の指導書として使用されてきた。

先ず、昭和56年に小塚A遺跡で工場建設、同59年に南原遺跡で個人住宅建設が、平成 2年に山

梨県南部町の慈谷峠狼姻場跡の砂利採集が一部町内に及んだことによる調査、平成5・6年に再度、

小塚A遺跡で工場・個人住宅建設が開発対応のもとに事前調査が実施される等してきたが、町独

自の体制を整えるまでには行かず、調査は考古学研究所・県教委に頼らざるを得なかった。

この状況のなかで、静岡県富士農林事務所によって芝川東岸の柚野猫沢から大鹿窪に至る約36

haに及ぶ「中山間地域総合整備事業柚野の里地区ほ場整備」が計画された。この計画に対して平

成12年に県教委と町教委は町内の遺跡分布調査が十分でないこと、対象地の地形環境が近年の考

古学の成果から遺跡立地の可能性が高いこと等から、計画地全域の試掘調査が必要である判断を

下し、町教委は民間の調査機関と委託を組み、新たに 8遺跡を確認した。このうち、久保工区に

発見された窪A遺跡が「新富士火山の溶岩流台地に立地する縄文時代草創期の遺跡で、国内最多

の 14基の住居跡が検出され、土器• 石器を中心に26,000点を超える遺物の出土は定住生活開始時

期における住居構造を考える上で極めて重要である。」として、新たに「大鹿窪遺跡」と命名さ

れ、平成20年 3月28日に文部科学省告示第34号において、およそ6,600面が史跡指定されたこと

は記憶に新しい。

なお、大鹿窪遺跡は平成23年に静岡県によって『史跡「大鹿窪遺跡」保存管理計画』が策定さ

れて、今後の保存管理、整備活用、運営体制の整備等の基本方針が提言されている。

前述するように、芝川町はこの大規模な圃場整備計画と遺跡の発掘調査や保存に関する調整業

務の必要性が生じたことから、町教委に平成14年度に考古学を専門とする学芸員資格を有する職

員を文化財担当として配置した。

以来、町教委は平成14年に大鹿窪遺跡・窪B遺跡の整理作業、平成15年に消防詰所建設による

柚野辻遺跡の発掘調査を実施し、同年12月には大鹿窪遺跡から北西に900mほど向かった同字窪

地内で計画された町営宅地造成事業の試掘調査で「窪c遺跡」を新発見した。これが旧芝川町の

遺跡・史跡一覧のNo.44に登録され、遺跡では43か所目となり、平成22年 3月の市町合併まで同数

で推移してきた（図 2・表 1)。

さらに平成18年には前述の圃場整備事業の事前調査で猫沢遺跡を、平成20年には小塚B遺跡で

の工場建設に伴う発掘調査を指導して、町としての埋蔵文化財行政を終えた。
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以上の町内に所在する遺跡で実施された発掘調査の報告書は別冊の『富士宮市遺跡地図—第 4

版—』の資料集に掲載するが、昭和47年の『駿河小塚』（芝川町教育委員会・沼津考古学研究所）

から平成18年の『猫沢遺跡』（芝川町教育委員会）まで11冊が刊行されている。

表 1 旧芝川町遺跡・史跡一覧

No. 遺跡名 時代 No. 遺跡名 時代

1 上稲子門野 かどの 縄文（後） 23 坂本 さかもと 縄文（中）

2 稲子城 いなこじょう 中世 24 平野 ひらの 縄文（早• 中）

3 定林寺 じょうりんじ 縄文（後） 25 宮谷戸 みやがいと 縄文（中）

4 中オ なかっさい 縄文（中） 26 南原 なんばら 縄文（中・後）

5 和原 わはら 縄文（後） 27 橋場 はしば 旧石器・縄文

6 森林 もりばやし 縄文（中） 28 白鳥山城 しらとりやまじょう 中世

7 辻 つじ 縄文・弥生・古墳 29 本成寺 ほんじょうじ 縄文（中）

8 猫沢 ねこざわ 縄文（中・後） 30 上ノ山 うえのやま 縄文（後）

， 東原 A ひがしはら 縄文（早） 31 大和沢A やまとざわ 縄文

10 東原 B ひがしはら 縄文（中） 32 大和沢 B やまとざわ 縄文

11 小森 こもり 旧石器 33 和平 わだいら 縄文（中・ 後）

12 久保 くぼ 縄文（後） 34 仲上 なかかみ 縄文（後）

13 踊場A おどりば 縄文 35 西山本門寺本堂厨子 江戸

14 踊場B おどりば 縄文 36 大林 おおばやし 縄文

15 小塚A こづか 旧石器・縄文（早• 前） 37 大鹿窪 おおしかくぼ 縄文（草創• 早）

16 小塚 B こづか 縄文（早） 38 窪 B くぼ 縄文

17 下条下垣戸 しもじょうしもがいと 縄文（早） 39 新田 A しんでん 縄文

18 東久保 ひがしくぼ 縄文（後） 40 新田 B しんでん 縄文

19 向ヶ谷戸 むかいがいと 縄文（中） 41 新田 C しんでん 縄文

20 大明神 A だいみょうじん縄文（後） 42 東村A ひがしむら 縄文

21 大明神 B だいみょうじん縄文（早・後） 43 東村B ひがしむら 縄文

22 羽行 はぎょう 縄文 44 窪 C くぼ 旧石器・縄文

芝川町教育委員会 1972 『駿河小塚』

芝川町教育委員会 1981 『（駿河）小塚遺跡第 2次調査報告書』

芝川町教育委員会 1985 『南原遺跡』

芝）I[町教育委員会 1995 『小塚遺跡第 3 次• 第4次調査報告書』・『小塚遺跡第 5次調査報告書』

芝川町教育委員会 2003 『大鹿窪遺跡・窪B遺跡（遺構編）』

芝川町教育委員会 2004 『窪C遺跡』・『辻遺跡』

芝川町教育委員会 2006 『大鹿窪遺跡・ 窪B遺跡（遺物編）』・『猫沢遺跡』
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第4章分布調査の結果

芝川地区は、大略的に北から柚野地区、芝富地区、稲子地区、内房地区の 4つに区分されて語

られることが多い。今回の分布調査もそれに従って進めることにする。なお、富士宮市下条、精

進川地区は柚野地区と地形的な区別がないため、旧市町境を中心に踏査を行った。その結果、下

条地区の「田尻遺跡（縄文中、弥生後～古墳前）」で縄文時代中期土器片を得て、従来の弥生時

代後期から古墳時代前半の時代設定に縄文資料が加わった。また、精進川地区では芝川東岸の氾

濫原で、南北に島状となって連なる微高地で、縄文時代後期堀ノ内式土器片や黒曜石片が採集さ

れ、「大中島遺跡（縄文後）」として新登録された。（以下、遺跡の時代については、草創期一草、

早期一早、前期ー前、中期ー中、後期ー後、晩期一晩と略して記載する。）

1 . 柚野地区

柚野地区は芝川が精進川地区から下って、広く沖積地や河岸段丘を展開する地域で、南北を基

本として河川両岸に狭い沖積地を伴うことの多い芝川地区の地形条件と異なり、東西に幅をもっ

た逆「U」字状の沖積平坦面を両側から山陵がとり囲む箕輪状の地形は、温暖な気候も伴い、か

つてより岳南地方の有数な穀倉地帯として名をはせていた。

遺跡は南に開口された沖積平野を望む東から北、さらに西に回り込む山陵裾部に連なって立地

し、今調査以前には17遺跡が登録されていた。

代表的な遺跡が「大鹿窪遺跡（縄文草早）」で、縄文時代草創期の初源的集落の発見で平成20

年 3月に国史跡に指定されている。それ以前は柚野地区の経済、教育活動の中心に位置する「柚

野辻遺跡（縄文中後晩、弥生後、古墳前後）」が学校建設や行政、経済施設の建設時に多くの遺

物を出土して、静岡縣史等、学術誌に著名な遺跡として紹介されていた。当然のことながら、旧

芝川町に収集されていた遺物は圧倒的に多い。本格的な学術的調査が実施されていないが、小規

模な調査の折には竪穴状遺構や土壊等と、多くの遺物が発見され、大規模集落跡が連綿と営まれ

ていたことは確かである。現在の資料からは縄文時代中、後、晩期、弥生時代後期、古墳時代初

頭、後期の歴代遺跡であることが知れる。

他に「猫沢上谷戸遺跡（縄文中後、弥生後～古墳前）」も古くから知られ、 北から芝川の段丘微

高地に「柚野和平遺跡（縄文中後晩、弥生後～古墳前）」（旧名和原）、西の山陵先端の狭い台地上

に「定林寺北遺跡（縄文中後）」（旧名定林寺）、「中オ遺跡（縄文中）」、「森林遺跡（縄文中）」が連

なり、さらに柚野辻遺跡の南側の芝川西側の河岸段丘上の瘤状の微高地に「外垣遺跡（縄文早）」

（旧名東原A)と「中原遺跡（縄文早中）」（旧名東原B)が連続して立地していた。

これと対峙する東岸には大鹿窪遺跡や、平成12年に開始された圃場整備事業等で新登録されて

いた「大林遺跡（縄文）」、窪B遺跡、窪C遺跡、「東村A遺跡（縄文中後）」、「東村B遺跡（縄文早

中後）」、新田 A遺跡、新田 B遺跡、新田 C遺跡が位置していたが、窪B・C、新田 A・B・C

の5遺跡は発掘調査や、平成22、24年度の再々にわたる分布調査でも土器片の出土が全くない。

いずれも極めて小規模な遺跡で、調査によって消滅したことも考えられ、今回の調査では遺跡の
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登録を保留しておくことにする。

新発見された遺跡は、猫沢上谷戸遺跡の北側に存在する湧水地（猫沢水源）を中心にして立地し

ている。湧水地東側の台地上に「猫沢新田遺跡（縄文）」が、湧水地を北側からとり囲む台地先端

の高台に「蛇石遺跡（弥生後）」が立地している。この遺跡は芝川地区では珍しい弥生単独遺跡と

なり、沖積水田地より比高10mをもつ舌状台地で独立的な景観をもっている。

また、この水源から芝川に向かって低丘陵の窪地を流れる小河川と近世に開削された猫沢用水

によって区画された広い緩斜面に「猫沢中村谷戸遺跡（縄文中後）」が発見された。 加曽利E式土

器が主体であったが、遺跡は猫沢地区の中心地にあたり集落形式も古いからか、戦国武田家との

ゆかりを伝える旧家等もあり、中・近世の陶器、瓦器片の採集も目立った。この 3遺跡から羽鮒

丘陵西裾を南に 2km下った低丘陵に、丘陵中腹の伏流水を水源とする小河川を伴って、「大鹿窪

三沢遺跡（縄文）」が発見されているが、散布は薄く、今後の再踏査も必要であろう。

さらに、柚野辻遺跡の南側芝JII段丘上に連続する瘤状微高地に並んで立地する旧名東原A・B

遺跡のさらに南側の瘤状微高地に「東原遺跡（縄文中後）」が新発見された。この遺跡の発見地の

字名が東原であったため、前述 2遺跡を名称変更した。

以上、新発見された遺跡は 5遺跡で、登録保留の 5遺跡を除いた柚野地区の遺跡は17カ所を数え

る。

2 芝富地区

芝富地区は芝川と富士川の川合を中心にした旧芝川町の中心地であるが、西山本門寺付近から

南へ下ると、第三紀層、古富士泥流層、新富士火山（旧期）の溶岩流が押し合って、狭溢な環境と

なる。さらに芝川が作る河岸段丘と第三紀砂礫層に刻まれる深い急崖は自ずと生活空間を限定す

ることになり、遺跡の立地も芝川河岸に近づいたものとなる。また、東岸は古富士泥流を基盤と

する羽鮒丘陵の山腹西側の高台に遺跡が点々と築かれ、調査時までに17遺跡が登録されている。

この地区の代表的な遺跡は「小塚A遺跡（旧石器、縄文早前）」で、昭和45年の発掘当時は岳南

地域の最初の旧石器時代遺跡として学界に話題を提供した。この遺跡が位置する羽鮒丘陵の中腹

の高台には小河川を挟んで、「小塚B遺跡（縄文早前）」、「小塚C遺跡（旧石器、縄文早前）」（再

登録）が尾根を登って立地し、先土器から縄文時代の黎明期の一大生活圏を形成している。その

他には、芝川から尾根をひとつ越えた大沢川と富士川の合流点の高台に立地する「南原遺跡（縄

文中後）」が戦前より有名で、昭和59年の発掘調査では竪穴住居跡が確認されている。旧芝川町

収蔵資料でも柚野辻遺跡に次いで多い。

芝川西岸は、第三紀天子山系の山陵が芝川にせまるため、南北に細長くなった河岸段丘の舌状

にせり出した平坦面にあますことなく遺跡が営まれている。西山地区で「久保遺跡（縄文中後）」、

それから 3km程下って芝川が蛇行した内側の段丘に「向谷戸遺跡（縄文中、弥生後～古墳前）」が、

一段下の段丘に「東久保遺跡（縄文中後）」が立地し、さらに南に下って同様に蛇行した河岸段丘

の平坦面の河川寄りに「大明神遺跡（縄文早中後）」（大明神A・Bを統一）が立地している。これ

以南は狭溢な地形となり、遺跡立地に適地はなく、富士川を回り込んだ天子山系の最南端に築か

れた小規模な段丘の微高地に 「橋場遺跡（縄文）」が、さらに富士川を遡った左岸の山陵末端の低
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....., 

地に、「宮谷戸遺跡（縄文中）」が立地している。

芝川東岸は、古富士泥流上を新富士火山（旧期）の溶岩流が芝川沖積地に流れ込み、一種の「栓」

の役になり、芝川流域を狭監な環境とするが、旧富士宮市と境した羽鮒丘陵の西斜面は比較的穏

やかで、山腹より湧き出る小河川で作られた高台に遺跡が続いている。まず、芝）IIを狭めた旧期

溶岩流上に「小森遺跡（旧石器）」が立地し、東の窪地を南下する三沢川を境いにした対岸に新発

見遺跡が相次ぐ。小森遺跡と対峙する高台に有舌尖頭器が発見された「山際遺跡（旧石器）」、尾

根を登って小河川の源頭部の両岸に「蒲沢A遺跡（縄文早）」、「蒲沢B遺跡（縄文早）」と、旧石

器から縄文早期まで一連の遺跡が立地する。三沢川の中流の「西山三沢遺跡（縄文）」を合わせて、

ここで4遺跡が新規登録された。

この西山三沢遺跡と「踊場A遺跡（縄文）」、「踊場B遺跡（縄文）」は厚手の縄文中期的な破片

資料を得ているようであるが詳細は不明なままで、小塚遺跡群を下った芝川沿いの低丘陵に「西

山下垣外遺跡（縄文早中）」（旧名下条下垣戸）が、急崖に発達した芝）II河岸を下った小規模な低丘

陵に「根岸遺跡（縄文早）」（旧名羽行）が存在するなど、一部を除くと羽鮒丘陵西斜面は旧石器か

ら縄文時代の早い段階に営まれた遺跡が目立っている。

芝川東岸の河口近くの「坂本遺跡（縄文中）」は、小範囲ながら多量の大型破片が採集され、対

岸の南原遺跡同様の良好な遺跡内容が推測される。その南の一段小裔い丘陵には「松林遺跡（縄

文早中）」（旧名平野）が立地し、さらに南へ山陵をたどると富士宮市「小松原A遺跡（縄文早後）」

が立地する等、前述するように羽鮒丘陵の西から南へ向かう、芝川東岸は縄文早期遺跡の宝庫と

言える。

以上、芝富地区は新発見遺跡4カ所、再登録 1カ所の21遺跡が確認される。

3. 稲子地区

稲子地区は天子ヶ岳を源とする稲子川が狭降な山間を蛇行しながら富士）I/に至る地域で、富士

川との合流地点に狭い沖積平坦面が築かれ、この部分にわずかな水田耕作が営まれ、集落は山裾

の平坦面に張り付くように点在している。上流に向かい地形条件はなお険しく、数kmおきに山間

の微かな平坦面に数戸の集落が続いて、西谷戸地区には「平維盛の墓」と伝わる供養塔や、周辺

には「枇杷窪」、「平家窪」、「自害沢」等の字名もあり、富士川の合戦に由来した平家の落人伝

説が多く残る地区である。

遺跡は稲子川の深部の西岸山腹に築かれた狭い平坦面に「上稲子門野遺跡（縄文中後）」が、昭

和47年時の調査で登録されている。他は稲子川中流の東岸の一段と高い独立峰、通称「城山」を

縄張りとする「稲子城跡（中世）」が、静岡県教委刊行の『静岡県の中世城館跡』 (1981)に紹介されて

いる。

前述するように厳しい地形条件は遺跡の営みには不向きであったと見え、今調査で富士川と合

流する東岸の山裾の微高地に薄い散布で「東村山遺跡（縄文）」が発見されただけで、新発見遺跡

1カ所の計 3遺跡に過ぎない。

なお、上稲子門野遺跡から l.5kmほど南の枇杷窪集落の南の西向き平坦地で江戸時代の泥面子

2個が表採された。
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4. 内房地区

内房地区は駿河国（静岡県）と甲斐国（山梨県）の境いに位置し、古代より富士川右岸に沿って甲

府へと向かう交通の要衝であった。地形的には、由比側の山陵から北に向かって流れる稲瀬川と、

白鳥山の裾部を東に向かって流れる境川が合流してすぐに富士川と接するため、広い三角朴I状の

沖積平坦面が築かれるが、両河川ともそれに至るまでは狭隣な山間を蛇行して下り、繰り返され

る洪水被害もあり 、自ずと集落形式は山腹途中の狭い平坦面に限定されることが多い。

遺跡も同様に白鳥山や、西側の第三紀山陵の裾部の先端緩斜面や舌状平坦面に築かれており、

調査前に 7遺跡が登録されていた。なお、稲瀬川東岸の岩淵火山系の山陵は陵線が険しく遺跡の

立地は認められていない。

遺跡は最北端で富士川の段丘平坦面を比高20m程で望む高台に「本成寺北遺跡（縄文中、古墳

前）」が新発見された。古墳時代初頭の S字状口縁台付甕の破片が表採され、旧芝川町内におけ

る初例となった。同丘陵を弱い谷によって分けられた南側の高台に「峯遺跡（縄文中）」（旧名本

成寺）が立地する。旧来は両遺跡を曖昧に本成寺遺跡として扱っていたが、両遺跡の性格差がは

っきりとしたため、新登録と名称変更を行った。

この白鳥山山陵が南東に向かって細い尾根で下った先端に「内房上ノ 山遺跡（縄文早中後、中

世）」が立地する。沖積平坦面より 20m以上の比高をもつ尖端は中世には「尾崎砦」に改変され、

曲輪の北には 3本の堀切がはっきりと確認される。山陵をさらに上がると途中の平坦面に小規模

な曲輪を点々と築き、白鳥山山頂を主郭とした「白鳥山城跡（中世）」 が、 山梨県側（南部町）と共

に登録されている。

稲瀬川西岸の山陵先端の狭い緩斜面には、「大和沢A遺跡（縄文中）」、「大和沢B遺跡（縄文）」、

「仲上遺跡（縄文後）」が連なって立地するが、今調査でもはっきりとした資料を得られなかった。

「内房和平遺跡（縄文中後）」は仲上遺跡の上段で山腹の湧水による湿地帯で区画された舌状平坦

面に立地し、遺跡内には石棒を祀る祠もあり、古くから旧芝川町内では有力遺跡として扱われて

いた。須恵器片、中世陶磁器片も散見されるがはっきりせず、可能性の指摘にとどめておくが、

西側の大嵐集落の薬師堂周辺から集落一円に舶載蓮弁文青磁や渥美産の甕の破片等13~14世紀の

陶磁器片が採集され、「大嵐遺跡（中世）」が発見された。これに関連するように「龍興寺境内遺

跡（縄文•中世）」でも舶載染付皿や渥美産壺、瓦質土器等が表採され、また境内より石鏃の出土

も伝えられ、それぞれ中世遣跡に新規登録した。

以上、内房地区は新規登録された遺跡は 3カ所で10遺跡となるが、白鳥山城、上ノ 山尾崎砦、

大嵐遺跡、龍興寺境内遺跡など 4遺跡が中世に関わりを持つこととなる。この要因は、内房地区

が東海道筋から内陸への塩等物資の輸送ルートや身延への登拝の間道的役割を果たしたり、戦国

時代に至ると駿甲国境の攻防の地となる等、中近世の人文環境への関わりが深かったものと思わ

れる。
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第 5章 分布調査のまとめ

平成22年度に開始された市内遺跡分布調査は、合併した旧芝川町の2,500分の 1の遺跡分布図

の作成と、旧富士宮市の196遺跡の再検討を行い、分布調査報告書と 10,000分の 1の遺跡地図を

作成して、埋蔵文化財保護のために遺跡の所在を広く知らしめ、所謂「周知」を図り、開発行為

等との調整、また文化財の普及、啓蒙の一助になることを目的に実施したものである。

旧富士宮市の遺跡地図は昭和54年 3月以来、 3回の改訂を行って196遺跡が登録されていた。

これを再踏査して、さらに富士宮市が昭和45年の月の輪遺跡群の調査以来、 93件の発掘調査、 187

件の確認調査（平成23年度末）や、近年の立会調査の成果を加味して遺跡範囲の修正を試み、精

進川地区で 1遺跡を発見した。

旧芝川町（芝川地区）では、 43遺跡が今調査で51遺跡に増えた。内訳は遺跡保留が 5遺跡、新

規登録が13遺跡、統合が 1遺跡であった（表 2)。

これらの成果を、富士宮市西南麓の広域な緩斜面を生活空間とする富士宮地区と、天子山系、

岩淵火山系第三紀層による山間の狭陰な空間を強いられる芝川地区の環境の差を加味しながら、

分布状況を検討してみたい。

旧富士宮市では、平成 5年刊行の『富士宮市の遺跡』（市教委1993) で、遺跡分布の特徴を報

告している。それによれば、

1. 縄文時代早期の遺跡が、比較的多い。

2. 縄文中期から後期（前葉）までの遺跡が、約80遺跡を数えて圧個的に多い。後期（後葉）か

ら晩期の遺跡がほとんどない。

3. 弥生時代中期の遺跡が少数であるが存在する。弥生時代後期から古墳時代前期の遺跡が約50

遺跡を数えて爆発的に増加する。

4. 古墳時代中・後期の遺跡は極めて少ない。（中略）後期の群集墳も極めて少ない。

5. 歴史時代遺跡の発見は最近の成果であり、各種の遺跡がみられ・・

と要約され、平成24年現在の196遺跡に至っても特徴は変わらない。

これを芝）,, 地区の51遺跡にあてると、

1. 旧石器時代の遺跡が比較的多い。

2. 縄文時代（草）早期の遺跡が目立ち、前期の遺跡が少ない。

゜

3. 縄文時代中期から後期（前葉）までの遺跡が、 34遺跡（重複数）を数えて圧倒的に多い。後

期（後葉）から晩期の遺跡がほとんど無い。

4. 弥生時代中期の遺跡は無く、後期から古墳時代前期の遺跡も少ない。

5. 古墳時代中・後期の遺跡は極めて少なく、古墳は無い。

6. 歴史時代（中世）の遺跡が発見された。

となる。

これをまとめると、芝川地区に旧石器時代遺跡が目立ち、縄文時代遺跡は早期・中期・後期（前

葉）に両地区で活発な活動が見られ、後期（後葉）から晩期に衰退し、弥生時代後期から古墳時
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表 2 芝川地区遺跡変遷表

番号
地 遺

名称
旧 縄文 弥生 古墳

古代 中世
新
旧名 備考

区 跡 後 草早前中後晩 中後 前中後 規
精 197 大中島

一
新

__! 198 蛇石

一
新

2 199 猫沢上谷戸
＿ ＿ 

猫沢

3 200 猫沢新田 I I I ．． 新

4 201 大林 I• I ．． 
5 202 猫沢中村谷戸 新

Li 203 柚野和平

一一
和原

7 204 

一 定林寺北 定林寺

8 
柚
205 中オ

一一 森林， 
野
206 

一一 柚野辻10 207 

一
辻一11 208 外垣

一
東原A

一ユ 209 中原

一一
東原B

ユ 210 東原 新

14 

一
211 東村A

15 212 東村B

一一16 213 大鹿窪 H20.3国史跡一17 214 大鹿窪三沢 • a I •• 新

18 215 西山三沢 • • I ．． 新

一19 216 蒲沢A

一
新

20 217 蒲沢B

一
新

21 218 山際

一
新 有舌尖頭器

22 219 小森

一23 220 久保

24 221 踊場A I• I ．． 
25 222 踊場B I I I ．． 
26 223 西山下垣外

一一
下条下垣戸

27 224 小塚A

一
旧芝川町指定文化財

芝
28 
富
225 小塚B

29 226 小塚C

一一 一
再登録

30 227 向谷戸

一一旦． 228 東久保

32 229 大明神

一
大明神A•B統一

33 230 根岸

一
羽行

34 231 坂本

一35 232 松林

一一
平野

36 233 南原

37 234 橋場 0 0 I ．． 
38 235 宮谷戸

一39 
稲
236 東村山 ● ● I •• 新

稲子城 伝今川氏築城40 
子
237 

一41 238 上稲子門野

42 239 本成寺北

一 一
新一43 240 峯

一
本成寺

一44 241 内房上ノ山

一 一
尾崎砦

一 白鳥山城ユ 242 

一
今川氏築城一武田氏番城

46 内 243 龍興寺境内 ．． •• 一新一房47 244 大和沢A •• ．． 一48 245 大和沢B •• •• 
一49 246 大嵐 一新一 内房和平50 247 

一一— 51 248 仲上 員● I 

計 4 1 14 2 24 15 2 5 6 1 5 14 
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代前期に富士宮地区で爆発的な遺跡の増加があり、古墳中・後期遺跡や古墳は富士宮地区に若干

数見るだけとなる。

このことは縄文時代草創期の「大鹿窪遺跡」や縄文時代中期の「千居遺跡」等の国史跡の存在

や、 旧石器時代・縄文時代早期の「小塚遺跡群」、 「若宮遺跡」、また「滝戸遺跡」、「滝の上遺跡」、

「南原遺跡」、「柚野辻遺跡」等の縄文時代中・後期の有力遺跡の存在からも窺い知れ、さらに

富士宮地区では「滝戸遺跡」や「上石敷遺跡」等、縄文時代中・後期と弥生時代後期の集落跡が

重複 して営まれることが多く、弥生時代中期の「渋沢遺跡」、「丸ヶ谷戸遺跡」の前方後方型周溝

墓や、古墳時代の「月の輪遺跡群」等、著名な遺跡を並べれば、その傾向はなおはっきりとする。

これらに地形環境を重ねると、旧石器時代から縄文時代の黎明期は芝川地区の山間環境が優位

で、縄文時代中・後期は両者の地形環境の差はそれぞれの遺跡立地に影響することなく平等で、

弥生時代後期から古墳時代前期にかけては富士宮地区の広域な空間が優勢である。と大略的な把

握がされよう。

以下は、今調査の主目的である芝川地区の遺跡分布を見てみたい。

芝川地区の遺跡分布

〈旧石器時代〉芝富地区の東側の古富士泥流層を基盤とする羽鮒丘陵山腹の小河川に区画された

西向き緩斜面に、ナイフ形石器を出土した「小塚A遺跡」、「小塚C遺跡」、有舌尖頭器、尖頭器

を出土した「小森遺跡」、「山際遺跡」が集中して立地している。この羽鮒丘陵に連続する上野

台地に「千居遺跡」、星山丘陵に「下高原遺跡」でナイフ形石器、同じく星山丘陵の「南部谷戸

遺跡」に有舌尖頭器を見るが、併せて細石刃文化の立地を促すまでの土層を成熟することは古富

士泥流層には無かったようである。

〈縄文時代草創期・早期〉縄文時代草創期は、「大鹿窪遺跡」が柚野地区の東側丘陵から緩やか

に下って芝川に没する微高地に立地する。現状では唯一の遺跡で、早期前葉の楕円押型文、撚糸

文土器を少量伴っている。芝川対岸の河岸段丘の微高地に「外垣遺跡」がかつて楕円押型文土器

を出土したと伝わるがはっきりせず、小塚A遺跡、小塚C遺跡でも楕円押型文土器が少量出土し

ただけで、早期前葉の遺跡は貧弱と言える。

以後、沈線文系土器群も不明瞭なまま早期後葉に至り、茅山系、東海系の条痕文土器の出土す

る遺跡が急激に増える。柚野地区では、大鹿窪遺跡を取り囲むように「中原遺跡」、「東村B遺

跡」が立地し、芝富地区では21遺跡中 9遺跡が羽鮒丘陵西斜面に集中し、中・後期遺跡と対等に

立地して、芝川地区の遺跡分布の一大特徴ともなっている。北から「蒲沢A遺跡」、「蒲沢 B遺

跡」、「西山下垣外遺跡」、小塚A遺跡、「小塚B遺跡」、小塚C遺跡、「大明神遺跡」、「根岸遺跡」、

「松林遺跡」である。反面、内房地区は白鳥山山稜の末端の狭い高台に「内房上ノ山遺跡」から

繊維含有土器を見るだけである。

〈縄文時代前期〉縄文時代早期より若干の空白を置いて後葉の諸磯系土器が小塚A遺跡、小塚B

遺跡に見られる。出土量は比較的まとまっているが、富士宮地区を踏まえても遺跡数は限られて

vヽる。

〈縄文時代中期〉縄文時代中期は地区全体で24遺跡、さらに厚手の無文土器が確認される11遺跡
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を加えると、約69%を占めている。 4地区の結果であるが、前述するように芝富地区の羽鮒丘陵

に立地する遺跡は縄文時代早• 前期の盛隆に比べて、「大鹿窪三沢遺跡」、「西山三沢遺跡」、「踊

場A遺跡」、「踊場B遺跡」と不明瞭な遺跡が多い。

柚野地区は幅広い沖積地を取り囲む緩斜面に中期になって一斉に遺跡の立地をみる。早期から

再出現する中原遺跡と東原B遺跡を除くと、「猫沢上谷戸遺跡」、「猫沢新田遺跡」、「樽沢中村谷

戸遺跡」、「柚野和平遺跡」、「定林寺北遺跡」、「中オ遺跡」、「森林遺跡」、「柚野辻遺跡」、「東原

遺跡」、「東村A遺跡」、大鹿窪三沢遺跡の12遺跡である。この傾向は狭い沖積地を望む高台に遺

跡立地が限定される内房地区でも同様で、「本成寺北遺跡」、「峯遺跡」、「龍興寺境内遺跡」、「大

和沢A遺跡」、「大和沢B遺跡」、「内房和平遺跡」の 6遺跡が営みを開始している。しかし、内

房和平遺跡を除くと、小規模で高台に築かれたキャンプサイト的な立地形態が窺え、柚野地区と

の遺跡内容とは異なったものと言えよう。

芝富地区は芝川の河岸段丘の微高地に遺跡が集中して、早• 前期の遺跡が山腹の緩斜面を居住

の適地としたことに比べ、なお明確に立地形態の違いをみせる。芝川西岸に「久保遺跡」、「向

谷戸遺跡」、「東久保遺跡」、大明神遺跡、「南原遺跡」、「橋場遺跡」の 6遺跡が立地し、東岸の

羽鮒丘陵末端に、西山下垣外遺跡、「坂本遺跡」、松林遺跡の 3遺跡が立地して、そのうち西山

下垣外遺跡と松林遺跡は早期から再出現する遺跡である。

稲子地区は稲子川河口の東側微高地に「東村山遺跡」が立地するが、厚手の無文土器片を数点

得ただけの貧弱な遺跡で、上流の西岸高台の「上稲子門野遺跡」も古くから知られるが、現状で

は不明瞭な地域と言えよう。

〈縄文時代後期〉縄文時代後期には新たに芝川の中小卜Iに「大中島遺跡」が営まれるが、他は中期

から継続して成り、ほとんどが前半の称名寺式・堀ノ内式土器で、加曾利B式土器までを確認で

きる遺跡は稀である。柚野地区で猫沢上谷戸遺跡、樽沢中村谷戸遺跡、柚野和平遺跡、定林寺北

遺跡、柚野辻遺跡、東原遺跡、東村A遺跡、東村B遺跡の 8遺跡が、芝富地区で久保遺跡、東久

保遺跡、大明神遺跡、南原遺跡の 4遺跡が、稲子地区で上稲子門野遺跡、内房地区で内房上ノ山

遺跡、内房和平遺跡が立地する。遺跡の分布を見ると、柚野地区の広い沖積地の縁辺と、芝川の

河岸段丘の開けた空間を有する環境が適地とされているようである。

〈縄文時代晩期〉縄文時代晩期まで継続される遺跡は、柚野和平遺跡と柚野辻遺跡で、富士川河

口の富士市駿河山王や浅間林遺跡、さらには清水天王山遺跡等の有力な晩期生活圏から芝川を上

がった波及ルートが考えられるが、いずれにしてもそのあり方は貧弱である。

〈弥生時代中期・後期〉弥生時代中期は渋沢遺跡や、別所遺跡が羽鮒丘陵東側に立地するが、芝

川地区では確認されない。弥生時代後期に至っ ても分布は疎らで、柚野辻遺跡出土の台付甕の脚

部が旧芝川町に収蔵されていただけで、芝川の沖積地を望む高台や低丘陵に「蛇石遺跡」、猫沢

上谷戸遺跡、柚野和平遺跡、向谷戸遺跡等が立地するが、少量の土器片が採集されるに過ぎない。

〈古墳時代前期・後期〉古墳時代前期も弥生時代同様に貧弱で、 両者を土器片で区別されずにい

る場合が多く、沖積地を望む高台に立地する小塚C遺跡と本成寺北遺跡に S字状口縁台付甕の破

片が確認されるだけである。後期に至っては柚野辻遺跡出土とされる疑宝珠状ツマミを持つ須恵

器の蓋が旧芝川町の収蔵品に見られるが、これも曖昧と言わざるを得ない。
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〈古代・中世〉古代、つまり奈良• 平安時代の遺跡の確認は無い。中世に至ると、内房地区で、

13~14世紀の舶載青磁や染付皿等を出土した龍興寺境内遺跡や、「大嵐遺跡」が新発見され、さ

らに戦国時代には尾崎砦を含めた「白鳥山城跡」や、「稲子城跡」の駿甲攻防の山城が築かれる。

内房地区が東海道筋から内陸への交易の要所として位置した結果であろう 。

今回の分布調査では、中世遺跡の認定を舶載陶磁器の出土に限ることにしたが、中世国産陶磁

器の破片がそれぞれの地区の主要地域の周辺から採取されることも多く、今後は文献調査ととも

に中世村落の位置づけも考えなければならないであろう。

現在、富士宮市では「富士山」の世界文化遺産登録に向けて、その構成資産である「浅間大社」、

「村山浅間神社」、「山宮浅間神社」、「人穴富士講遺跡」等、中世から近世の信仰遺跡や、「伝富

士大宮司館跡（大宮城跡）」の発掘調査や文献調査によって中・近世遺跡の解明が進んでいる。

さらに源頼朝の「富士の巻狩」に関する遺跡や、日蓮宗富士五山の成立等、中・近世遺跡が豊富

な土地柄でもあり、今後、中・近世に視点を定めた広域的な総合調査も必要となろう 。

なお採集遺物の最終観察において、南原遺跡と上稲子門野遺跡に土師器片が確認されたことを

追記する。

今回の市内遺跡分布調査の実施にあたって、次の方々からご協力を得ました。末筆になりまし

たが、感謝を申し上げる次第であります（順不動。敬称略）。

池谷初恵・植松章八• 大川敬夫• 坂詰秀一• 佐藤祐樹• 篠ヶ谷路人• 鈴木悦之• 藤村翔・

堀内秀樹•若林美希
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表 3 土器観察表（採集資料ー 1)

図—
遺跡 型式 部位 器厚(cm) 焼成 胎土 色調 文様 備考

番号

4-1 田尻 勝坂 胴部 10 良
大粒の長石を多く含み、細かな砂 橙

隆帯、沈線、刻目 菊池氏表採
粒を含む 2 5YR7 /6 

4-2 田尻 曽利 ロ縁部 08 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 浅黄

集合沈線 菊池氏表採
多く含む金雲母。 5Y7/3 

4-3 大中島 胴部 0.9 良 長石を含み、細かな砂粒を含む。
にぶい橙 LR縄文
5YR6/3 

4-4 大中島 堀之内 口縁部 16 良 長石を含み、細かな砂粒を含む。 赤
隆帯、刺突 把手

金雲母。 10R5/6 

4-5 東村B 田戸併行 ロ縁部 09 やや不良 粗い砂粒を含む。繊維。 黒褐
ナデ、口唇丸棒押圧

25Y3/2 

4-6 中原 子母口併行 胴部 13 やや不良 長石を含み、粗い砂粒を含む。繊 明赤褐
絡条体圧痕

維。 2 5YR5/6 

4-7 猫沢上谷戸 茅山系 胴部 15 やや不良 粗い砂粒を多く含む。
にぶい橙

擦痕
2.5YR6/3 

4-8 猫沢上谷戸 茅山系 胴部 09 やや不良 長石を含み、細かな砂粒を含む。 にぶい赤褐25YR5 条痕
/4 

4-9 東村B 茅山系 胴部 09 やや不良 細かな砂粒を含む。繊維。 橙
条痕

5YR6/6 

4-10 中オ 五領ヶ台 胴部 10 良 長石を含み、細かな砂粒を含む。
赤褐

竹管（集合沈線）
10R5/4 

4-11 中原 勝坂 ロ縁部
2.0 

良
大粒の長石を多く含み、細かな砂

暗赤褐5YR3/2 隆帯、刻目 把手
（最大） 粒を多く含む。

4-12 中原 勝坂 頸部
10 

良
大粒の長石を含み、細かな砂粒を 橙

隆帯、刻目
含む。金雲母。 5YR6/6 

4-13 中原 勝坂 胴部
10 
やや不良

長石を含み、細かな砂粒を含む。 l苓い橙
隆帯、刻目

5YR6/4 

4-14 中原 曽利 胴部
10 
不良
長石を含み、細かな砂粒を含む。 にぶい黄褐10YR4

隆帯、刺突
雲母。 /3 

4-15 東村B 曽利 胴部
10 

良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 橙

沈線、ハケメ
を多く含む。雲母。 5YR6/6 

4-16 猫沢中村谷戸 加曽利E ロ縁部
11 

良
大粒の長石、石英を多く含み、粗い にぶい褐75YR6/ 

沈線、LR縄文
砂粒を多く含む。 3 

4-17 猫沢中村谷戸 加曽利E 胴部
12 
やや不良

大粒の長石、石英を多く含み、粗い にぶい黄褐
沈線、LR縄文

砂粒を多く含む。金雲母。 10YR7/2 

4-18 中オ 加曽利E 胴部
15 
やや不良

長石を多く含み、細かな砂粒を多く に5;~\橙5YR6/4 沈線、縄文
含む。

4-19 猫沢上谷戸 加曽利E 胴部
10 

良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい赤褐5YR5/

沈線、LR縄文
多く含む。 4 

4-20 柚野和平 加曽利E 胴部
0.9 

良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい黄橙10YR6

沈線、L縄文
含む。雲母。 /4 

4-21 猫沢上谷戸 縄文中期 胴部 0.7 やや不良 粗い砂粒を多く含む。 にぶい橙75YR7/ 
沈線、LR縄文

4 

4-22 柚野和平 胴部 0.9 良 長石を含み、粗い砂粒を含む。
にぶい橙 LR縄文 羽状縄文
2 5YR6/4 

4-23 東原 胴部 0.9 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 赤褐 RL縄文
多く含む。 10R4/4 

4-24 猫沢上谷戸 胴部 11 良 粗い砂粒を多く含む。 暗赤褐10R3/2 LR縄文

4-25 東村A 胴部 11 やや不良 長石を多く含み、砂粒を多く含む。 にぶい橙5YR6/4 無文
雲母。

4-26 大鹿窪三沢 胴部 12 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい黄橙10YR6 無文
多く含む。雲母。 /3 

4-27 中オ 底部 10 やや不良 大粒の長石、石英を多く含み、粗い 橙
砂粒を多く含む。 5YR6/6 

4-28 中オ 底部 0.8 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 明赤褐25YR5/6 
多く含む。

4-29 柚野和平 称名寺 ロ縁部 10 やや不良 砂粒を多く含む。黒色鉱物目立つ。 にぶい橙
沈線

5YR6/4 

4-30 柚野和平 堀之内 口縁部 0.6 不良 粗い砂粒を多く含む。脆弱。 にぶい橙5YR6/4 沈線

4-31 中オ 堀之内 ロ縁部 0.9 良
長石を含み、細かな砂粒を多く含

暗褐75YR3/3 付加条縄文
む。

4-32 中オ 堀之内 胴部 08 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい橙5YR6/4 付加条縄文
多く含む。

4-33 中オ 堀之内 胴部 07 やや不良 大粒の長石を含み、粗い砂粒を多く 褐
付加条縄文

含む。 7 5YR4/4 

4-34 猫沢上谷戸 堀之内 頸部 10 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 黒褐
沈線

多く含む。 10YR3/2 

4-35 猫沢中村谷戸 縄文後期 胴部 12 やや不良 大粒の長石を多く含み、細かな砂 にぶい褐
沈線

粒を多く含む。 7 5YR6/3 

4-36 柚野和平 大洞A' 胴部 06 良
長石を含み、細かな砂粒を多く含 暗赤褐

沈線
む。 5YR3/2 

5-37 久保 碑文系 胴部 0.8 やや不良 細かな砂粒を多く含む。 橙 撚系(I)
7 5YR6/6 

5-38 蒲沢A 繊維含有系 胴部 10 良
大粒の長石を含み、粗い砂粒を多く にぶい橙 RL縄文
含む。繊維 5YR6/4 

5-39 小塚B 粕畑 口縁部 09 良
大粒の長石、石英を多量に含み、 にぶい橙

表裏条痕、刻目（列点）
1 5xO 8 xo 5cmの小礫

粗い砂粒を多く含む。繊維 7 5YR6/4 を含む。

5-40 小塚B 粕畑 胴部 0.9 やや不良 大粒の長石、石英を多量に含み` 灰褐
表裏条痕、刻目（列点）

粗い砂粒を多く含む。繊維 5YR6/2 

5-41 小塚B 茅山系 ロ縁部 1 2 良 長石を含み、細かな砂粒を多く含 にぶい赤褐
表擦痕、裏条痕

む。繊維 5YR5/3 

5-42 根岸 茅山系 胴部 10 良
長石、石英を含み、粗い砂粒を多く にぶい橙

表裏条痕
含む。 5YR6/4 

5-43 1)畑 茅山系 胴部 0.8 良
大粒の長石を含み、粗い砂粒を含 にぶい赤褐 表裏条痕
む。繊維 5YR5/4 
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表4 土器観察表（採集資料ー 2)

図-
遺跡 型式 部位 器厚(cm) 焼成 胎土 色調 文様 備考

番号

5-44 小塚B 諸磯B 口縁部 09 良
大粒の長石を多く含み。粗い砂粒を

暗赤褐25YR3/2 隆帯、RL縄文 波状口縁
多く含む。繊維

5-45 小塚B 諸磯B ロ縁部 09 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を

暗赤褐5YR3/2 隆帯、刻目、沈線 波状口縁
多く含む。金雲母。

5-46 小塚B 諸磯B 頸部 0.9 良
大粒の長石を多く含み、砂粒を含 暗赤

隆帯、刻目
む。 10R3/4 
大粒の長石、石英をを多く含み、粗5-47 小塚B 諸磯B 胴部 10 やや不良
い砂粒を多く含む。

暗赤褐25YR3/3 隆帯、刻目、沈線

5-48 小塚B 諸磯B 胴部 0.9 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 灰赤

隆帯、刻目、沈線、RL縄文
多く含む。 2 5YR4/2 

5-49 小塚B 諸磯B 胴部 0.9 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい赤褐

沈線、縄文 ポタン状浮文
多く含む。 5YR5/4 

5-50 小塚B 諸磯B 胴部 0.9 良
長石を多く含み、粗い砂粒を多く含

にぶい橙5YR6/3 沈線、瓜形文
む。

5-51 小塚B 諸磯B 胴部 10 良 大粒の長石を多ヽ 含み、粗い砂粒を にぶい赤褐
瓜形文

を多く含む。 25YR5/4 

5-52 小塚B 諸磯C 胴部 10 良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい赤褐5YR5/
沈線

多く含む。 3 

5-53 小塚B 北白川下層 胴部 06 やや不良 大粒の長石を含み、細かな砂粒を にぶい黄橙 LR縄文
多く含む。 10YR6/3 

5-54 小塚B 北白川下層 胴部 05 良
大粒の長石を含み、細かな砂粒を

灰黄褐10YR6/2 RL縄文
含む。

5-55 向谷戸 五領ヶ台 口縁部 0.7 良
大粒の長石、石英を含み、粗い砂 にぶい橙25YR6/ 

沈線、櫛状
粒を多く含む。金雲母。 4 

5-56 小塚B 五領ヶ台 ロ縁部 10 良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 灰赤
沈線、RL縄文

多く含む。 2 5YR4/2 

5-57 小塚B 五領ヶ台 胴部 10 良 長石石英を多く含み、粗い砂粒を
暗赤褐25YR3/2 沈線RL縄文

多く含む。金雲母。

5-58 向谷戸 勝坂 口縁部 10 良 長石、石英を含み、粗い砂粒を多く 赤褐
隆帯、刺突文

含む。金雲母。 10R5/4 

5-59 向谷戸 勝坂 胴部 10 良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい赤褐
隆帯、竹管文

多く含む。 2 5YR4/3 

5-60 向谷戸 勝坂 頸部 09 良 長石を含み、粗い砂粒を多く含む。
にぶい橙75YR7/ 

隆帯、南状押引文
3 

5-61 向谷戸 勝坂 胴部 11 良
大粒の長石を多く含み、細かい砂

灰黄褐10YR4/2 隆帯、竹管文
粒を多く含む。

5-62 向谷戸 勝坂 底部 09 良
長石、石英を含み、粗い砂粒を多く にぶい赤褐2.5YR5 RL縄文
含む。金雲母。 /4 

5-63 東久保 勝坂 ロ縁部 09 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい赤褐25YR5 隆帯、沈線
多く含む。金雲母。 /4 

5-64 坂本 勝坂 口縁部 0.7 良
長石を含み、細かい砂粒を多く含 橙

沈線 波状口縁
む。 7 5YR7 /6 

5-65 坂本 勝坂 口縁部 1 5 良 大粒の長石を多く含み、細かな砂 にぶい赤褐
隆帯、沈線

みみずく状把手

粒を多く含む。 25YR5/4 はく離多し

5-66 坂本 勝坂 口縁部 12 良 長石を含み、粗い砂粒を多く含む。
にぶい橙75YR7 / 

隆帯、沈線 波状口縁
4 

5-67 坂本 勝坂 口縁部 15 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい褐75YR6/ 

沈線、RL縄文 把手
多く含む。 3 

5-68 坂本 勝坂 ロ縁部 10 良
大粒の長石、石英を多く含み` 細か にぶい赤褐5YR5/ 隆帯、三角状刺突 三叉文
な砂粒を多く含む。 3 

6-69 西山下垣外 曽利 ロ縁部 08 良
大粒の長石を多く含み、 にぶい橙

ナデ
粗い砂粒を多く含む。 7 5YR7/3 

6-70 向谷戸 曽利 口縁部 14 良
大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐5YR5/

ナデ
粗い砂粒を多く含む。 3 

6-71 坂本 曽利 口縁部 07 良
大粒の長石を多く含み、 暗赤褐5YR3/3

ナデ
粗い砂粒を多く含む。

6-72 向谷戸 曽利 ロ縁部 08 良
長石を多く含み、 にぶい黄橙

沈線
粗い砂粒を多く含む。 10YR6/3 

6-73 向谷戸 曽利 口縁部 0.9 良
長石を多く含み、 にぶい橙75YR6/ 

沈線
粗い砂粒を多く含む。 4 

6-74 向谷戸 曽利 胴部 12 良 粗い砂粒を多く含む。
にぶい橙75YR7/ 

沈線（連八文）
3 

6-75 向谷戸 曽利 胴部 09 良
大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐

沈線（指頭竹管）
粗い砂粒を多く含む。 2.5YR5/3 

6-76 坂本 曽利？ ロ縁部 10 良
長石を含み、 赤褐 ナデ
粗い砂粒を多く含む。 10R4/3 

6-77 東久保 曽利 口縁部 10 良 長石を含み、 にぶい橙
隆帯

細かな砂粒を多く含む。 5YR6/4 

6-78 東久保 曽利 口縁部 07 良
大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐

沈線
粗い砂粒を多く含む。金雲母。 5YR5/3 

6-79 東久保 曽利 頸部 10 良 大粒の長石を多く含み、
灰黄褐10YR5/2 隆帯、刻目、沈線（集合）

粗い砂粒を多く含む。

6-80 向谷戸 曽利 ロ縁部 11 良
大粒の長石を多く含み、 灰赤 沈線（集合）ソーメン状紐貼付
粗い砂粒を多く含む。 2 5YR4/2 

6-81 向谷戸 曽利 頸部 09 不良 大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐
隆帯、刻目

粗い砂粒を多く含む。 25YR4/4 

6-82 向谷戸 曽利 胴部 10 良
大粒の長石を多く含み、 にぶい橙

隆帯、沈線（竹管）
粗い砂粒を多く含む。 5YR6/4 

6-83 向谷戸 曽利 胴部 12 良
長石を多く含み、 にぶい橙

隆帯、沈線（竹管）
粗い砂粒を多く含む。 5YR6/4 

6-84 坂本 曽利 胴部 11 良
大粒の長石を多く含み、 にぶい黄褐10YR5

隆帯（刻目）、沈線
粗い砂粒を多く含む。 /3 

6-85 東久保 加曽利E ロ縁部 12 良 大粒の長石，石英を多く含み、 にぶい赤褐
隆帯、RL縄文

粗い砂粒を多く含む。金雲母。 2 5YR5/4 

6-86 向谷戸 加曽利E 口縁部 11 やや不良 長石を多く含み、 にぶい赤褐
隆帯、沈線、RL縄文

細かな砂粒を多く含む。 25YR4/4 
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表5 土器観察表（採集資料ー3)

図-
遺跡 型式 部位 器厚(cm) 焼成 胎土 色調 文様 備考

番号

6-87 坂本 加曽利E ロ縁部 10 良 大粒の長石を多く含み、 橙 LR縄文
粗い砂粒を多く含む。金雲母。 2 5YR6/6 

6-88 向谷戸 底部 12 良 大粒の長石を多く含み、 橙 ナデ
粗い砂粒を多く含む。金雲母。 5YR6/6 

6-89 向谷戸 底部 12 良
大粒の長石を多く含み、細かい砂 にぶい橙75YR7 / 

ナデ
粒を含む。 4 

6-90 大明神 堀之内 ロ縁部 11 良 細かな砂粒を多く含む。金雲母。
にぶい赤褐

沈線
5YR4/3 

6-91 東久保 加曽利B 口縁部 0.7 良
長石、石英を含み、細かな

暗赤褐5YR3/2 沈線、ミガキ
砂粒を多く含む。金雲母。

6-92 向谷戸 胴部 0.8 やや不良 大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐5YR5/ 沈線、LR縄文、土器片円盤
粗い砂粒を多く含む。 3 (3 6 x3 5 xO.Bcm) 

6-93 上稲子門野 口縁部 11 不良 大粒の長石，石英を多く含み、細か 橙
不明 摩耗顕著

な砂粒を多く含む。金雲母。 2 5YR6/6 

6-94 上稲子門野 胴部 12 不良 長石、石英を含み` 細かな砂粒を 橙
沈線（竹管） 摩耗顕著

多く含む。金雲母。 2 5YR6/6 

6-95 上稲子門野 胴部 0.6 良 長石を含み、細かな砂粒を含む。
にぶい黄橙10YR6

隆帯、LR縄文 摩耗顕著
/4 

6-96 東村山 胴部 13 良 大粒の長石、石英を含み、細かな 橙
不明 摩耗顕著

砂粒を多く含む。金雲母。 5YR6/6 

出土地点 絵柄 縦X横X厚cm 重さg きら 胎土 色調 文様 備考

6-97 枇杷窪 島天狗 J 7XJ 6X0.8 17 無 黒色の細かな砂粒を含む。
にぶい黄褐10YR7

裏面指頭押圧痕 泥面子
/3 

6-98 枇杷窪 免 17XJ 7XQ} 16 無 黒色の細かな砂粒を含む。
にぶい橙

摩耗顕著 泥面子
5YR6/4 

遺跡 型式 部位 器厚(cm) 焼成 胎土 色調 文様 備考

6-99 内房上ノ山 条痕文系 胴部 0.7 やや不良 粗い砂粒を多く含む。繊維。 にぶい黄橙
擦痕 摩耗顕著

10YR7/3 

6-100 本成寺北 縄文中期 ロ縁部 0.9 不良
長石を含み、細かな砂粒を にぶい橙75YR7 / 

隆帯 摩耗顕著
多く含む。 3 

6-101 本成寺北 縄文中期 胴部 0.9 不良
大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐5YR5/

隆帯、刻目 摩耗顕著
粗い砂粒を多く含む。 3 

6-102 本成寺北 縄文中期 胴部 0.9 やや不良 大粒の長石を多く含み、 にぶい橙75YR6/ 
沈線、縄文

粗い砂粒を多く含む。金雲母。 4 

6-103 本成寺北 縄文中期 胴部 13 良 大粒の砂粒を多く含む。
にぶい赤褐

沈線、LR縄文
2 5YR5/4 

6-104 本成寺北 縄文中期 胴部 10 やや不良 大粒の長石を多く含み、 にぶい赤褐
沈線（竹管） 五領ヶ台？

細かい砂粒を多く含む。金雲母 25YR4/4 

6-105 本成寺北 縄文中期 胴部 10 やや不良 大粒の長石を多く含み、 にぶい橙75YR6/ 
沈線（竹管） 曽利？

粗い砂粒を多く含む。 4 

6-106 牽 胴部 10 やや不良 大粒の長石を多く含み、 にぶい橙75YR6/ 
ナデ

粗い砂粒を多く含む。金雲母。 4 

6-107 峯 胴部 0.8 やや不良 長石を含み、細かな砂粒を にぶい黄橙
沈線

含む。 10YR7/4 

6-108 峯 胴部 11 不良 大粒の長石を多く含み、 赤黒
不明 摩耗顕著

細かい砂粒を多く含む。 2 5YR2/1 

6-109 内房上ノ山 胴部 0.8 やや不良 大粒の長石，石英を含み、 にぶい橙 LR縄文 裏面剥離
粗い砂粒を多く含む。金雲母。 5YR6/4 

6-110 内房和平 胴部 14 不良 長石を含み、 明赤褐
沈線

粗い砂粒を多く含む。 25YR5/6 

6-111 内房上ノ山 底部 0.8 良 大粒の長石を多く含み、 にぶい橙
ナデ

粗い砂粒を多く含む。雲母。 5YR6/3 

7-112 本成寺北 古墳前期 胴部 0.3 良 細かな砂粒を含む。
橙

ハケメ 横線有(S字甕）
5YR6/6 

7-113 本成寺北 古墳前期 胴部 0.3 やや不良 細かな砂粒を含む。 にぶい橙75YR7 / 
ハケメ

4 

7-114 峯 中世瓦器 ロ縁部 0.6 やや不良 石英を含む。精選 暗赤灰75R3/1 

7-115 龍興寺境内 渥美(13c) 頸部 13 良 大粒の砂粒を含む。
灰 「x」窯印、 自然釉
5Y6/1 

7-116 大嵐 渥美(13-14c) 胴部 11 良 粗い長石を多く含み細かな にぶい赤褐75YR4
砂粒を多く含む。 /3 

7-117 龍興寺境内 舶載陶磁器 1/4 0.5 良 精選 染付 玉取獅子文
15C後半

染付皿 口径(144cm)高27cm

7-118 龍興寺境内 舶載陶磁器 1/10 0.5 良 精選 染付 16C後半-17C前半
染付碗

7-119 大嵐 舶載陶磁器 1/20 0.6 良 精選 ヌいす色 蓮弁文 14C 
青磁碗

採集資料 （石器計測表）

図—
遺跡 器種 石材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 遺存状態 備考

番号

7-1 山際 有舌尖頭器 チャ―ト (7 2) 20 83 (118) 先端欠

7-2 東原A 石鏃 黒曜石 (15) (18) 0.3 (07) 先端•片脚欠

7-3 本成寺北 石鏃 黒曜石 (16) (05) (03) (02) 片脚のみ 長脚鏃

7-4 黒田向林 石鋭 黒曜石 18 1 5 (05) 10 完形 平基鏃
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表6 旧芝川町収蔵資料（土器観察表）

図-
遺跡 型式 部位 器厚(cm) 焼成 胎土 色調 文様 備考

番号

8-1 南原 勝坂 ロ縁部 10 やや不良 大粒の長石石英等を多く含み` 粗 明赤褐25YR5/8 隆帯と沈線把手側面に円形 波状口縁
い砂粒を多く含む。 刺突隆帯に刻目

8-2 南原 勝坂 ロ縁部 10 良
長石を含み細かな砂粒を多く含む。

にぶい橙5YR7/4隆帯と沈線隆帯に刻目 波状口縁

8-3 南原 勝坂 口縁部 10 やや不良 大粒の長石を多く含み、細かな砂 明褐 太い隆帯に沈線 把手、風化顕著
粒を多く含む。雲母。 7 5YR5/8 

8-4 柚野辻 勝坂 ロ縁部 12 やや不良 大粒の長石を含み、粗い砂粒を多く 橙
三叉文と沈線 みみずく状把手

含む。 5YR6/6 

8-5 柚野辻 勝坂 頸部 14 やや不良 大粒の長石を含み、粗い砂粒を多く 赤褐 隆帯と沈線 みみずく状把手
含む。 2 5YR4/6 

8-6 南原 勝坂 胴部 1.1 良
大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 赤褐

隆帯と沈線隆帯に刻目 みみずく状把手
多く含む。 5YR4/6 

8-7 南原 曽利 口縁部 1.0 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を 橙
集合沈線

多く含む。 7 5YR7/6 

8-8 猫沢上谷戸 曽利 ロ縁部 0.8 良
大粒の長石を多く含み、細かな砂 にぶい赤褐5YR5/

集合沈線
粒を含む。 3 

8-9 柚野辻 曽利 ロ縁部 12 良
大粒の長石を多量に含み、粗い石 にぶい黄橙IOYR6

集合沈線
粒を含む。 /4 

8-10 柚野辻 曽利 ロ縁部 0.6 良
大粒の長石石英等を多く含み、細 にぶい橙75YR7 / 

隆帯（紐状）
かい砂粒を多く含む。 4 

8-11 柚野辻 曽利 ロ縁部 10 良 細かな長石を多く含み、細かな砂
暗赤褐25YR3/6隆帯（紐状）、沈線

粒を含む

8-12 柚野辻 曽利 ロ縁部 0.9 良
細かな長石を多く含み、細かな砂 灰褐

沈線、連八文 表裏に穿孔痕
粒を多く含む。 7 5YR6/2 

8-13 柚野辻 曽利 胴部 12 良 細かな長石を含み、細かな砂粒を 暗褐
隆帯、沈線

含む。 7 5YR4/3 

9-14 南原 曽利 胴部 12 良
長石を多く含み、細かな砂粒をを含 にぶい黄橙10YR7

隆帯，沈線、連八文
む。金雲母。 /3 

9-15 南原 曽利 胴部 10 良
長石を多く含み、細かな砂粒をを多 にぶい赤褐25YR5

沈線、連八文
く含む。金雲母。 /3 

9-16 南原 曽利 ロ縁部 11 良
大粒の長石を含み、細かな砂粒をにぶい褐75YR6/ 

沈線、連八文
多く含む。 3 

9-17 柚野辻 曽利 胴部 14 良 長石を含み、粗い砂粒を多く含む。 赤褐
沈線、連八文

10R5/4 

9-18 柚野辻 曽利 底部 11 良
大粒の長石を多く含み、細かな砂 にぶい橙25YR6/ 

沈線 連八文底部
粒を多く含む。雲母 4 

9-19 南原 加曾利E ロ縁部 13 やや不良 細かな砂粒を多く含む。 にぶい橙75YR7 / 
隆帯、RL縄文

金雲母。 4 

9-20 南原 加曾利E 胴部 13 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい黄橙10YR7隆帯、RL縄文
含む。 /4 

9-21 柚野辻 加曾利E 4/5 10 良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を
にぶい橙5YR6/3隆帯、沈線、RL縄文 連弧文系土器

多く含む。金雲母。 ロ径(32.4cm)

9-22 柚野辻 称名寺 口縁部 0,6 良
長石、石英を含み、細かい砂粒を 赤 沈線、LR縄文
含む。 10R5/6 

9-23 柚野辻 称名寺 口縁部 0.7 良 長石を含み、粗い砂粒を多く含む。
明黄褐

隆帯、沈線、刺突、RL縄文
10YR7/6 

9-24 猫沢上谷戸 称名寺 ロ縁部 10 良
長石、石英を含み、細かな砂粒を にぶい橙25YR6/ 

沈線 J字状文
多く含む 4 

10-25 南原 称名寺 胴部 0.8 やや不良 大粒の長石を多く含み、細かな砂 にぶい橙5YR7/3沈線、LR縄文
粒を含む。金雲母

10-26 南原 堀之内 胴部 0.8 良 長石を含み、細かな砂粒を含む。
にぶい赤褐25YR6

沈線、LR縄文
/4 

10-27 柚野辻 堀之内 4/5 0.8 良 長石を含み、細かな砂粒を含む。
にぶい赤褐25YR5

沈線
両耳壺

/4 器高118cm底径60cm

10-28 南原 底部 11 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい橙5YR7/4網代底
多〈含む

10-29 南原 底部 15 やや不良 大粒の長石を多く含み、粗い砂粒を にぶい赤褐10R6/網代底
多く含む。 4 

10-30 柚野辻 底部 0.5 良 細かな砂粒を含む。
にぶい黄橙10YR7

網代底 縄文後～晩期
/4 

10-31 柚野辻 脚部 0.5 良 細かな砂粒を含む。 明赤褐25YR4/6ハケメ 弥生後～古墳前期

10-32 柚野辻 脚部 0.5 良 細かな砂粒を多く含む。
にぶい褐75YR6/ 

ハケメ 弥生後～古墳前期
3 

10-33 柚野辻 脚部 0.6 不良 細かな砂粒を多く含む。
灰白

ハケメ 弥生後～古墳前期
10YR8/2 

10-34 柚野辻 蓋部 0.6 不良 細かな砂粒を含む。
灰白

ヘラケズ） 古墳後期•疑宝珠状
IOYR8/2 

10-35 柚野辻 管状土錘 12 やや不良 細かな砂粒を含む。 灰白
7 5YR8/2 

10-36 柚野辻 管状土錘 15 やや不良 細かな砂粒を多く含む。 灰白
2 5Y8/2 

10-37 柚野辻 管状土錘 11 やや不良 細かな砂粒を含む。 浅黄橙
7 5YR8/3 
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表 7 旧芝川町収蔵資料 （石器計測表）

図—
遺跡 器種 石材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 遺存状態 備考

番号

11-1 向谷戸 尖頭器 頁岩 65 21 13 13 5 完形

11-2 向谷戸 石鏃 黒曜石 (14) (15) 0.3 0.5 片逆刺先端欠 保竹氏採集

11-3 向谷戸 石鏃 黒曜石 13 13 0.2 0.15 完形 保竹氏採集

11-4 向谷戸 石鏃 黒曜石 (18) (15) 05 0.75 先端片逆刺欠 保竹氏採集

11-5 向谷戸 石鏃 黒曜石 20 (10) 0.25 0.25 片逆刺欠 保竹氏採集

11-6 向谷戸 石鏃 黒曜石 12 0.8 03 0.2 完形 保竹氏採集

11-7 南原 石錘 砂岩 5.4 40 0.9 (274) 側面一部欠 有溝

11-8 不明 石錘 砂岩 68 56 16 85.0 完形 打欠き

11-9 南原 石錘 砂岩 6.2 4.8 14 58,0 完形 打欠き

11-10 南原 石錘 砂岩 63 3.7 13 440 完形 打欠き

11-11 南原 石錘 砂岩 4.4 4.0 1 5 350 完形 打欠き

11-12 南原 石錘 玄武岩 55 35 19 435 完形 四方打欠き

11-13 南原 石匙 頁岩 (66) 81 11 (550) 刃部一部欠 横型

11-14 向谷戸 石匙 チャ—ト 39 81 0.8 245 完形 横型
保竹氏採集

11-15 向谷戸 石匙 頁岩 49 65 13 265 完形 横型
保竹氏採集

11-16 柚野辻 石匙 チャ—ト 49 (64) 10 (255) 刃部先端欠 横型

11-17 向谷戸 石匙 頁岩 7.9 5.4 1 5 545 完形 縦型
昭和45年寄贈

11-18 南原 磨製石斧 凝灰岩 (45) 38 0.7 (198) 基部欠
定角式
05 0131 

11-19 内房和平 磨製石斧 凝灰岩 (91) (62) 37 (275 5) 刃部欠
定角式
鈴木芦沢氏寄贈

11-20 猫沢上谷戸 歴製石斧 砂岩 (85) (38) 2.2 (1050) 刃部欠 字上ヶ谷戸出土

11-21 柚野辻 磨製石斧 砂岩 (106) 23 18 (725) 刃部欠 乳棒状

12-22 柚野辻 磨製石斧 砂岩 (139) 45 27 (2400) 基部欠 乳棒状

刃部磨製
12-23 中オ 磨製石斧 硬質砂岩 143 59 24 1810 完形 1955613 

佐野武臣氏寄贈

12-24 柚野辻 磨製石斧 凝灰岩 105 4.2 27 1680 完形 刃部磨製

12-25 柚野辻 磨製石斧 砂岩 76 34 19 910 完形
扁平片刃

弥生石斧

12-26 柚野辻 打製石斧 頁岩 (82) 4.1 15 (535) 基部半欠

12-27 柚野辻 打製石斧 安山岩 80 48 1 2 650 完形
12-28 向谷戸 打製石斧 頁岩 84 56 16 750 完形 S451025 
12-29 向谷戸 打製石斧 砂岩 94 28 1 5 515 完形 S4511 29 
12-30 不明 打製石斧 玄武岩 159 50 21 1600 完形

12-31 柚野辻 打製石斧 玄武岩 137 60 1 3 123,0 完形 磨耗顕著

12-32 柚野辻 打製石斧 粘板岩 152 66 19 2010 完形

12-33 不明 打製石斧 硬質砂岩 128 77 23 1805 完形 揆型
12-34 柚野辻 打製石斧 チャ—ト 13.3 78 19 2030 完形 分銅型
13-35 定林寺北 打製石斧 ホルンフェルス 14.4 57 27 400 5 完形 自然礫刃部作出

13-36 不明 打製石斧 硬質砂岩 10.3 38 21 1320 完形 自然礫刃部作出

13-37 南原 敲石 砂岩 49 21 06 113 完形 S46912 

13-38 不明 敲石 砂岩 95 39 20 1200 完形

13-39 柚野辻 敲石 硬質砂岩 131 51 25 228 5 完形 先端磨面
13-40 不明 敲石 礫岩 107 49 29 2060 完形 半裁礫使用
13-41 定林寺北 敲石 礫岩 11.4 65 54 5480 完形 S439 

13-42 内房和平 スタンプ形
花尚岩 111 96 36 821.0 完形 鈴木芦沢氏寄贈

石器

13-43 柚野辻 磨石 花尚岩 80 74 61 4255 完形 両面磨面

13-44 大鹿窪 凹石 砂岩 106 82 44 5820 完形 ヒヒ害I

13-45 不明 凹石 礫岩 13 8 116 48 10830 完形
裏面四辺に

敲打痕

14-46 不明 石皿 玄武岩 23 7 166 53 28200 1/4欠

14-47 柚野辻 石剣 チャート 246 45 18 1790 完形 中央で接着

14-48 定林寺北 石棒 ホルンフェルス 20 I 76 76 1650.0 基部欠
S489 
増田氏寄贈

-34-





図版 1

芝川地区空中写真（富士川に注ぐ芝川等5河川）



図版 2

A 旧芝川町発掘調査今昔ー1(小塚A遺跡第1次調査昭和47年夏）

B
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図版 3
 

A
 
分布調査風景（猫沢地区）

B
 
分布調査風景（下柚野地区）



図版 4

A 柚野地区遠景（東から芝川沖積地を望む）

B 羽鮒地区遠景（南から羽鮒丘陵を望む）



図版 5
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B 長貫地区遠景（南から芝川急崖を望む）
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図版 6

A 上稲子地区遠景（南から稲子城（右）を望む）

B 内房地区遠景（北から稲瀬川河口と山陵を望む）
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図版 7

A 分布調査採集資料（精進川・柚野地区）

B 分布調査採集資料（大久保•羽鮒地区）



図版 8

w t 

A 分布調査採集資料（長貫地区）

一 ＂ヽッ

B 分布調査採集資料（稲子・内房地区）
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図版 9

A 旧芝川町収蔵資料一土器ー（柚野辻遺跡）

B 旧芝川町収蔵資料一土器一（柚野辻•南原遺跡等）



図版 10

A 旧芝川町収蔵資料一石器ー（柚野辻•南原遺跡等）

B 旧芝川町収蔵資料一石器ー（柚野辻•向谷戸遺跡等）






